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これら二つを合わせた失敗の視点と機能の FMEA 表を作成して，従来の FMEA と比べたところ，
従来の FMEAが 96個，本研究の FMEAは 91個の故障モードを抽出した．このうち従来の FMEAから
抽出できた故障モードには９件の起こりえない故障モードや，類似した故障モードがあったため，
従来の FMEA よりも，本研究の FMEA は故障モードを網羅的に抽出でき，かつ失敗の蓄積の点が明
確になっていると考えられる． 
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